






思春期の精神衛生、性等の問題への対応は学校のみではきわめて不十分にならざるを得な

いことは、ここ数年各方面からすでに指摘されているところである。 

しからながら現実的にはわれわれが昨年 K県 Z市で経験したように、学校は地域の一機関

にかかわらず機能的にはほとんど独立した存在となっており、特に精神衛生、性の問題は

保健問題というより教育上の問題として意識されているため、学校側では地域との連係は

必ずしも容易ではない。 

地域の思春期保健システムを設定する際に、従来の経験をふまえていくつかの要件を備え

ていることが肝要であることが認識された。以下その要件について述べる。 


